
 

九州電力株式会社玄海原子力発電所第３号機の 
原子炉等規制法に基づく設計及び工事の計画の認可申請の概要 

 
１．申請者及び申請年月日等 

申請者：九州電力株式会社 代表取締役 社長執行役員 池辺 和弘 

申請年月日等： 

令和５年 １月１３日（原発本第１５１号） 

補正年月日等： 

令和５年 ９月２７日（原発本第１２３号） 

 

２．発電用原子炉を設置する工場又は事業所の名称及び所在地 

名 称：玄海原子力発電所 

所在地：佐賀県東松浦郡玄海町大字今村 

  

３．発電用原子炉施設の出力及び周波数 

出 力：   ３，４７８，０００ｋＷ 

第１号機：   ５５９，０００ｋＷ 

第２号機：   ５５９，０００ｋＷ 

第３号機： １，１８０，０００ｋＷ（今回申請分） 

第４号機： １，１８０，０００ｋＷ 

周波数 ：        ６０Ｈｚ 

 

４．申請範囲 

原子炉本体 

３ 燃料体 

  ・17 行 17 列 A 型燃料集合体（ウラン・プルトニウム混合酸化物燃料） 

８ 原子炉本体の基本設計方針、適用基準及び適用規格（申請に係るものに限る。） 

９ 原子炉本体に係る工事の方法 

 

５．工事の種類・内容 

種類：発電用原子炉の基数の増加の工事以外の変更の工事 

内容：法令改正を踏まえた燃料体に係る要目表の追加等 

 

６．申請理由 

燃料体に係る設計及び工事の計画について、令和２年４月の「原子力利用における安全

対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律等の一部を改

正する法律」及び関連規則等（以下「改正法等」という。）の施行を踏まえ、改正法等の内

容反映が必要となったことから、燃料体に係る要目表を定めるとともに、基本設計方針、

適用基準及び適用規格の変更を行う。 


